
今回ご紹介する方は千葉市内で親子３代
力を合わせ畳店を営む有限会社月川畳店代
表取締役会長 月川昌七さんです
国の卓越技能士「現代の名工」
全日本畳事業協同組合理事　月川昌七様

宅へ伺ったのは７月８日の暑い日でした。
奥様ともご挨拶を交わし、早速お話を、伺
いました。
月川さんは、驚くほどパワフルで、とて

も前向きな志向の方でした。
千葉県畳業組合連合会理事長の立場から

お話を伺いました。

◇最近の畳事情はいかがですか。
最近の畳表は、中国製が多くなっています。個人のお客様が、畳店に注文する場合、上質物は

国産、中下物は中国産となっています。その割合は半々です。また建築業者、内装工事店及び不
動産業者からの発注はほとんどが中国製になりまし
た。安いものを求める傾向は、畳も同じですね。品質
は日本のものに比べたら落ちます。
しかしそれはそれとして、受け入れていかなければ

いけませんんね。
少し前からですが、住宅メーカーが多くなり、個人

の大工さんが少なくなりました。畳は千年以上もの間
承継されてきた伝統の技ですが、その中身はここ最近
大きく変わりました。純粋な藁床は少なくなり、科学
的な材料が増えました。変化をとらえ、時代に順応す
ることは大切なことですが、かと言ってなんでも新し
くなることは、寂しいですね。ですから個人の大工さ
んに、もっと頑張ってもらいたいですね。

◇品質保持、向上への取組はいかがですか。
職人には、畳の品質管理責任者資格を取得するよう推
奨しています。資格を取得するための指導、支援も積極
的に行っています。それから、「畳品質証明書」を発行
しています。これは組合員が製作した、優良な品質の畳
であることを表示するとともに、その使用材料が記録さ
れているため、表替えなど、後々の取り替えの目安とな
ります。良い品質の畳に、さらに安心を加えて納品して
います。お客様に、大変喜ばれています。
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全日本畳事業協同組合理事
千葉県畳業組合連合会理事長 月　川　昌　七 氏

月川さんは大変多才な方でした。畳作りにお
いて「現代の名工」でありながら、畳スケー
ルなるものを考案しています。
縫い幅、糸の送り、畳厚の角度など一目で判
定でき、技能士試験の秘密兵器です。

月川様 荻原会長　　　　　橋本広報委員長

「取扱説明書」と「畳品質証明書」
設計仕様に盛り込むことで品質確保になるのでは。



◇親の姿を見て子は育つ。
月川さんは、息子さん、お孫さんと三代現役の畳職人です。お孫

さんが「僕も畳職人になると言った時にはとてもうれしかったです
ね。」と語ってくれました。

◇腕のいい職人でも、若年技能者を教えられない方もいる。
今は、腕のいい職人の技を若年技能者が、見て覚えることが少な

くなった。学校教育の法式に慣れているから、教わることを待って
いる。これは時代の流れですから、しかたありませんね。これから
の職人は、自身の技能を高めることは勿論、後輩を育成する能力も、
必要ですね。

◇良い品物をお客様に理解してもらう。
床は大体三種類あります。初めはどう

しても安いものをと言われます。そこで、
良い床は足当りも良くその寿命も30年で
あることや、表材やへり材の性能など
もお客様に良く説明しますと「ではそれ
で」となります。お客様とのコミュニ
ケーションが大切ですね。

◇現代も脈々と受け継がれる伝統。
機械化された現在でも、手縫いは必須

です。角を欠くとか、角度の自由な畳は
機械ではできないんです。

◇千葉県畳業組合連合会様
月川理事長、本日はお忙しい中ありがとうございました。日頃は業界や団体のため、精力的に

活動されていることと存じます。先日は、当協会総会の後の懇親会においでいただき、誠にあり
がとうございました。今後とも当協会との交流、どうぞよろしくお願い申し上げます。
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昔も今も変わらない道具類
先代から使用しているものも多いとのこと

作業場には、畳表で装飾された
時計が、かけられている

ね ら い

私達建築士は、建築の設計と監理の業務を通して、世の中に残るもの、つまり　もの「技」つくり
に日々取り組んでいます。良いものを造るには、当然のこととしてその細部にまで、精通していなけれ
ばなりません。しかし設計者は、その業務の性質上、施行管理者にその意思を伝えるところまでで、ほ
んとうの施工者である職人さんとの交流はほとんどないのが実情です。実際のものに触れ、体感する機
会には乏しいと言えます。もの「技」つくりを考えたとき、これで良いのでしょうか。建築を構成す
る、各職方の仕事に、十分な理解と知識の習得は、建築に深い洞察を与える建築士の仕事に欠かすこと
はできません。そこで今後、ものつくりの最前線の方々の団体と、積極的に交流をはかり、意見をお聞
きし、生きた情報を得ることによりよりよい作品（もの「技」つくり）創りに活かしていきたいと思っ
ています。 社団法人　千葉県建築士事務所協会
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